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▼児娩出3時間前

在胎週数40週、初産、子宮収縮薬投与、陣痛発来のため入院、
入院時内診所見（子宮口開大度3cm､ 胎児先進部下降度－3）

事例の
概要

図4-Ⅱ-2　子宮破裂を発症した事例①子宮破裂
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オキシトシン1.67mIU/m投与中

オキシトシン5mIU/mに増量
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前項下段へつづく

前項下段へつづく

次頁へつづく

3cm/分

3cm/分

3cm/分▼児娩出約2時間前
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体温：37℃台前半、血圧：130/70台、脈拍：90回/分台、子宮口開大度6～7cm、オキシトシン3.33mIU/mに増量

・子宮収縮薬による分娩促進
・児の出生体重3500g以上

危険
因子

基線細変動の減少、変動一過性徐脈の出現

この頃から、胎児心拍数基線が頻脈傾向となり、陣痛に併せて
早発一過性徐脈や遅発一過性徐脈が出現
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▼児娩出約1時間前

図4 -Ⅱ- 2　子宮破裂を発症した事例①子宮破裂
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オキシトシン5mIU/m投与中

間欠なく痛み訴えあり、看護スタッフ腹部触診、板状硬というほどではないが硬かった

オキシトシン中止
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下腹部の痛み訴えあり、2回嘔吐、顔色不良、左右側臥位へ体位変換、酸素投与を3L/分で開始

前項下段へつづく

前項下段へつづく

3cm/分

3cm/分

3cm/分

緊急帝王切開術、出生体重：3600g台、アプガースコア1分後1点/5分後2点、UApH・BE＝実施なし分娩
情報
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この約50分後に児娩出

子宮口開大度8cm、血性分泌物あり、お尻が痛いとの訴えあり

この頃から、変動一過性徐脈や遅発一過性徐脈が出現

この頃から、遅発一過性徐脈が出現

高度徐脈が持続

基線細変動の消失
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▼児娩出3時間前

事例の
概要

子宮破裂

在胎週数39週､ 1回経産（前回：在胎週数38週、出生体重3000g台、骨盤位のため帝王切開術）、
破水のため入院し、TOLACあり、入院時内診所見（子宮口開大度0cm、胎児先進部下降度－2）

図4-Ⅱ- 3　子宮破裂を発症した事例②
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子宮口開大度2cm、展退70％、胎児先進部下降度ー2、中等度、中央、血性帯下少量、羊水流出少量

早発一過性徐脈が出現
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体温：38℃台後半、血圧：120/70台、暑くなったり寒くなったりするとの訴えあり

全く動けず、話すとお腹に力が入り痛むとの訴えあり
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・帝王切開術既往
・TOLACあり

危険
因子
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抗菌薬投与

図4 -Ⅱ- 3　子宮破裂を発症した事例②子宮破裂
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▼児娩出1時間前
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子宮口開大度3cm、展退80％、胎児先進部下降度＋1

前項下段へつづく

前項下段へつづく

次頁へつづく
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この頃から、反復性の早発一過性徐脈や変動一過性徐脈が出現
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図4 -Ⅱ- 3　子宮破裂を発症した事例②子宮破裂
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胎児心拍数聴取不能
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体位変更

この約10分後に手術室入室

子宮口開大度5 ～ 6cm、展退80％、
胎児先進部下降度＋1、酸素2L投与

3cm/分

緊急帝王切開術、出生体重：3000g台、アプガースコア1分後1点/5分後4点、UApH＝6.5台、BE＝不明分娩
情報

この約20分後に児娩出
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